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 巻 頭 言
          臨 床 教 育 学 講 座 の一 年 を 振 り返 って
 「臨床教育人間学』第10号 は、2009年1月 一12月 における、臨床教育学講座に関わる人々




れる。「神道研究」 は、神道思想の文献研究ではな くて、 自ら聖地に赴き思想が発生 した
「場」に身を置き、同じ 「行」を体験することによって言葉が生成するその現場に立ち会い、
そこで体験された自らの身体感覚をもって宗教者の残 した言葉を内側から解きほぐす、「フィー
ル ドワーク」を基盤とした 「臨床的」方法である。「子 ども研究」は、そうした 「神道研究」
「宗教哲学研究」の知見 と深 く結び付いている。そこでは、社会の秩序に取 り込まれて しま
う以前の 「子 どものこころやからだ」がいかに超越的な領域 と触れ合 っているかが、子 ども
の変容の問題として論 じられている。鎌田教授のご研究は、人間の変容を、宗教性 ・超越性 ・
生命性の視点から捉えるものであり、「発達」にも 「社会適応」にも収まりきらない、 ひと
つの生命が自己を開花させてゆく出来事をフィール ドワークにおける自らの身体感覚を通 し






鎌田東二教授は、「神 と仏の出逢 う国』(角 川選書)、齋藤直子准教授は、「〈内なる光〉 と教
育:プ ラグマティズムの再構築」(法政大学出版局)を 出版 した。大学院生の業績にっいて
は、審査受理論文を見るだけでも、池田華子 「シモーヌ ・ヴェイユの 『創造的注意』一
『関係』における創造性の恢復に向けて一 」(『教育哲学研究」第99号 、pp.83-101)、 井藤
元 「シュタイナーのゲーテ 『メール ヒェン』論 ～ ゲーテ、シラー、 シュタイナーの思想的
 O-」(『 ホリスティック教育研究』第12号 、pp.1-13)及 び 「『崇高論」によるシラー
美的教育論再考 一 シラー美的教育論再構築への布石 一 」(『京都大学大学院教育学研究科
紀要」 第55号 、pp.173-187)、 辻敦子 「文学作 品 と経験 の語 り方:W.ベ ンヤ ミンにお ける
経験 へのアプ ローチを手 がか りに」(「京都大学大学院教育学研究科紀要』第55号 、pp.159
-172)な ど、 めざましい活躍ぶ りが伺 え る。
 本号 に掲載 された諸論 文は、以上の ような講座 の一一年 間の歩 みと重な りつつ、臨床教育学
講座 に関わる人 たちが一年間 に達成 した思考 と対話 の歩 み として寄せ られた ものであ る。
特集:京 都大学大学院教育学研究科 ・ロン ドン大学教育研究所 第二回国際会議
 昨年度 に続 き、本年度 も講座 の大学 院生 が中心 となって参加 した ロン ドン大学教育研 究所
(loE)と の国 際交流 の成果 として、 第二回国際会議 「自己 ・言語 ・他者(II):心 理学 と哲
学 の対話」(2009年2月28日 ～3月1日 、 京大会館)に お いて発表 された諸論文の一部 を
掲載 して いる。 本企画 では、 京都 とい う地 で、教育哲学、教育人間学、比較 教育学 な どの教
育学研究、お よび、教育 認知心理学 や心 の理論研究 に携 わる 日英の教員、研 究者、学生 が学
際的 ・国際的な対話交流 に従事 した。 基調 講演 と して、IoEの ポール ・スタ ンデ ィッシュ教
授 に 「京都学派の思想 についての東西対話」 と題す るご講演 をいただいた。 また西平教授 か
らは、世阿弥の思想 について ご発表 をいただいた。京都学派の思想についての東西対話 の企
画 は、2008年8月 に京都大 学 で開催 され たlnternational Network of Philosophers of
Education(国 際教育哲学会)の 第11回 大会 において、 開催 校企画 と して執 り行われ た京
都学派の教育思 想についての国際的なパ ネルデ ィスカ ッシ ョンを引 き継 ぐものであ る。 その




 さらに、大学教育 という意味でもこれ らの国際会議の成果を引き継 ぐべ く、2009年 前期
の 「臨床教育人間学演習1」 では、西田幾多郎の 「善の研究』の英語版An Inquiry into the
Goodを 英語でディスカ ッションするという初の試みもなされた。そして、今度は、 この大
学院ゼ ミの成果を引き継 ぐ形で、2009年9月20日 ・21日 にIoEで 開催された第三回国際
























に引き続き、2009年 度 も、12月5日 、6日 、12日 の3日 間、スタンディッシュ教授に授業
をご開講いただき、臨床教育学講座の大学院生や学部生 も参加 した。授業は、言語との関わ
りを通 じた自己変容、他者 との受容的関係、そこから出発 して公共性へと開かれる道筋を開
く 「日常言語の哲学と教育」を主題とするもので、臨床教育学の課題 とも密接に関わる内容






 京大とIoEの 国際交流は三年 目を迎え、教員、研究員、学生の交流 も発展的に培われて













けて下さっていることに、 この場を借 りてスタンディッシュ教授に、心より感謝申 し上げた
い。本紀要が、講座の大学院生との交流に携わってきたIoEの 教員、研究員、大学院生の
もとにも届けられ、一層の交流発展につながるものとなれば幸いである。
                            2010年1月17日
                               齋 藤 直 子

